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○議事日程

平成２４年第１回定例会議事日程（３日目）

平成２４年３月１６日　午前１０時００分　開議

日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第　８号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について
日程第　３　議案第　９号　上毛町税条例の一部を改正する条例について
日程第　４　議案第１０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について
日程第　５　議案第１１号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）
日程第　６　議案第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算
日程第　７　議案第１３号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算
日程第　８　議案第１４号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算
日程第　９　議案第１５号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算
日程第１０　議案第１６号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計予算
日程第１１　議案第１７号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計予算
日程第１２　議案第１８号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算
日程第１３　議案第１９号　町道路線の変更について
日程第１４　議案第２０号　町道路線の廃止について
日程第１５　議案第２１号　町道路線の認定について
日程第１６　発議第　１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書（案）

日程第１７　発議第　２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書（案）

日程第１８　同意第　１号　上毛町副町長の選任について

日程第１９　報告第　２号　専決処分の報告について（旧西友枝小学校校舎改修工事変更契約）

日程第２０　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
日程第２１　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
○　会　議　の　経　過　（３日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程はお手元に配付しておりますので、御確認ください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、３月６日の本会議で各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了承ください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告の終了後、討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　委員会付託案件の審査がすべて終了した後、本日、町長から提出された追加議案の審議を行います。追加議案は、本日審議する議案のため、提案理由の説明に引き続き、議案内容の説明を受け、質疑、討論、採決を行います。このことも議会運営委員会を開催していただき、答申をいただいておりますので、報告いたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了承ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第１０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第７、議案第１３号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算、日程第８、議案第１４号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１１、議案第１７号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計予算、日程第１２、議案第１８号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算、以上、６件を議題とします。

　文教厚生委員長の報告を求めます。
　三田委員長。
○文教厚生委員長（三田敏和君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をします。
　当委員会は、３月１２日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、１２時に閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案１件、予算案５件の計６件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定しましたので、議会規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第１０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、最初に福本住民課長に説明を求めました。

　質疑。国は要件を緩和しているが、町は応募が多く需要があるのであれば、現在の住宅を住まわれるようにすべきではないか。コンクリートの耐用年数は５０年、町は３０年で老朽化としている。どのような考えか。
　答弁。今回、新たな条件に追加した特別の事由がある方、高齢者等必要な条件をクリアすれば単身世帯も入居できる制度で、単身の方がすべて除外されることはない。本町の住宅は簡易住宅で、一般的なコンクリートの耐用年数とは変わってくる。木造も多く、平成以前に建てられたものは老朽化が進み、修繕等もかかるので、新たな入居は御遠慮していただいています。
　討論なし。採決。起立多数で可決することに決しました。
　議案第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算（所管分）について、最初に総務課長に総括の説明を求めました。
　平成２４年度上毛町一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ４４億３,８００万。債務負担行為、西友枝体験交流センター指定管理用として、平成２５年度から２６年度にかけて限度額２５０万を計上。
　予算編成の基本的な考え方として、平成２２年度の決算に基づく経常収支比率は８０.９％と前年度より改善されているが、財政力指数は０.２７と依然として県内市町村平均を大きく下回っており、依存財源により成り立っている。今後も引き続き行財政改革に取り組む必要がある。住民等の理解と協力を得ながら、行政水準の全般的な向上を図り、財政の健全化を一層推進することを基本に、予算編成主要施策として、産業振興、少子高齢化対策、過疎振興対策、行政改革に取り組んでいくとの説明でした。
　質疑。実質的な財政がよくなっていると思われる。庁舎の非常電源を設置するとあるが、庁舎の耐震性はどのくらいあるか。耐震性に問題があれば、取り組んでほしい。
　ビール館ですが、ビールをつくるということで土地を買っているわけですが、今度、新しい企業が来て、今、どのようになっているのか。
　公用車の洗車、何を洗うのか。
　消防団員が減っている。これで火災時に十分対応できるのか。
　答弁。庁舎増築時に建築基準法にのっとった許可をとっており、それなりの耐震性が設けられていると思います。非常用電源の設置場所を想定した質問と思いますが、電源設備を屋上に設置するときに、庁舎自体が耐えられるのかを設計段階で診断するので問題ない。もし耐震上問題があれば、地上に設置するなどの選択をしていかなければならないと考えています。
　ビール館ですが、これはきちっとした届け出、目的変更として現在使用の許可を出していると考えています。
　公用車の洗車について、できるだけ職員が洗車することを基本に置いて予算組みをしました。
　消防団員は、条例で２５年１０月までに１１４名とすることで、現在１４６名が活動しています。条例を定めた後、今回の震災があり、適正規模として定数を見直す必要があるかどうかの検討をしています。
　続いて、担当課長の説明を求めました。
　質疑。１００歳以上の方が１６名おり、喜ばしいことだが、ぜひ誕生日のお祝いをしてほしいとの声を聞くので、再考していただきたい。答弁。昨年から、誕生日に個別に赴いてお祝いをしています。

　ひとり暮らしの高齢者等見守り事業委託料として、備品購入費で出てくる。見守りセンサー等の事業の委託なのか。答弁。これは、社会福祉協議会に委託する事業の中で、地域の見守りネットワーク体制の計画作成に充てられています。

　京築広域圏高齢者あんしん提供事業負担金は、見方によれば似たような事業と思われるが、具体的にどんな事業か。答弁。緊急通報装置とあわせて昨年より人感知センサー事業としているが、そのときの総務省の名残で、合わせた事業の名称です。これらの発信を受ける本体のリース料負担金です。

　障害者福祉で、障害程度区分認定審査委員会報酬とあるが、お医者の先生を指すのか。答弁。障害者の区分を認定するもので、病院の医師です。どこの医師ですか。答弁。認定審査会は二つの分会があって、１名は大川病院の先生、もう１名は築上町の片山先生です。

　大平保育所の医師が非常勤職員報酬で上がらず、事務事業委託料で計上されているが、なぜか。答弁。大平保育所の医師は敬愛会にお願いをしています。派遣される医師が常に定まらないため、区分を事務事業委託料にしました。
　予防補助金のインフルエンザ予防接種補助金は課税世帯とあるが、非課税世帯ではないのか。答弁。インフルエンザの蔓延を予防する関係で、課税世帯の子供にも平等に接種の機会を与えたためです。
　太陽光発電システムの補助金ですが、５時ぐらいから並んだとか、役場の開庁時に既に終わっていた等の苦情も出ている。抽選方法について、方策を考えたほうがよいのではないか。答弁。２１年、２２年度はそうでもなかったのですが、２３年度は震災のこともあり、人数がふえてきたと認識しています。昨年は、２回の補正予算も抽選は先着順でした。これからも先着順で対応します。今年度、大幅な予算をお願いしましたので、十分余裕があると考えています。
　給食調理業務ですが、２０１０年３月１７日の衆議院の文部科学委員会のやりとりで、山田政府参考人が、現場で発注者が具体的な指示を見て、それに基づいて打ち合わせが行われている状態。例えば、上毛町では献立表を渡し、それに基づいて調理員が打ち合わせをする、そういう状態にあることは適切であるかと尋ねたところ、それは問題があるのではないかと答弁されています。裁判の判例は、時間的に少しなので問題がないとのことです。実際、やっている行為は余り好ましくない状況だと思います。学校給食は、ただ物を食べさせるだけではなく、教育の一環であるので、なぜこういうことが起きたのか、給食業務の運営化の合理化という行政改革の制度の中で民間委託がされたのではないかと思う。本来教育の一環であるならば、直接町の業務でやるべきと思う。そのほうが適正ではないか。その点について見解は。答弁。本町の委託は仕様書に基づき受託者に指示し、確認を行っているもので、労働省告示第３７号の基準には適合していると考えています。
　討論。反対討論あり。採決。起立多数で可決することに決しました。
　議案第１３号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。歳入歳出の総額１０億８,２４３万５,０００円、前年比９.５％増との説明でした。
　質疑。都道府県で調整交付金を２％ふやして、その分、国の経常負担金が３４から３２％に削減すると聞きましたが、実際にやられたら、町は影響をどの程度受けるのか。答弁。２４年から国は３４から３２％になりますが、この分の財源は県の調整交付金になります。県が市町村に配分するため、全体財源としては基本的には変わらない。

　討論。反対討論あり。採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第１４号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、最初に坪根健康福祉課長より説明を求めました。歳入歳出予算の総額は１億３,２５２万９,０００円、前年比２.４％の増との説明でした。

　質疑なし。討論。反対討論あり。採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第１７号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計予算について、最初に岡崎教務課長より説明を求めました。歳入歳出予算の総額は８２７万７,０００円、前年比２.１％の増との説明でした。
　質疑なし。討論なし。採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第１８号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について、最初に福本住民課長に説明を求めました。歳入歳出予算の総額は７万５,０００円、前年比８４.５％の減との説明でした。
　質疑なし。討論なし。採決、全会一致で可決することに決しました。

　以上、報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２、議案第８号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第９号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第１１号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）、日程第６、議案第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第９、議案第１５号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、日程第１０、議案第１６号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、日程第１３、議案第１９号　町道路線の変更について、日程第１４、議案第２０号　町道路線の廃止について、日程第１５、議案第２１号　町道路線の認定について、日程第１６、発議第１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書（案）、日程第１７、発議第２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書（案）、以上、１１件を議題とします。

　総務産業建設委員長の報告を求めます。

　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告をいたします。

　当委員会は、３月１３日、議会中小会議室において委員全員と町長以下、執行部の出席をもって、午前８時５５分開会、午後１時４４分閉会されました。

　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案２件、予算案３件、その他４件と、議員から提出された発議２件、合計１１件です。

　付託された案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告します。
　議案第８号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明がありました。

　質疑、討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第９号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、税務課長より説明がありました。

　質疑、討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１１号　指定管理者の指定について、総合窓口課長より説明がありました。本年４月より２７年３月までの３年間、地元の運営委員会に指定し、最も効率的、効果的な運営管理が可能、３年の期間は、長くすれば緊張感が薄れ、短過ぎるとモチベーションが上がらないなど、３年で一定の軌道に乗ることが目標であるとの説明でありました。

　質疑として、通常の指定管理は５年だが、３年とした理由、また、当初１年ということを聞いておったが、十分な説明を願いたい。答弁として、まず自立性を尊重し、自主自立の精神を踏まえた「ゆいの里」という制度があったということで、当初、１年だと思っていたが、管理運営面で利潤を追求する部分もあり、１年で軌道に乗せるのは厳しいと判断し、３年でおおむね利潤を生み、地域の発展に寄与できるものと判断し、運営委員会の激励も込めて期間を決めたところです。

　質疑として、当初から万全を期して、利潤が、ある程度上がる形で推進してほしいと申しており、１年を３年に変えたということは、財政状況から甘いと思う。自主自立を目指すならば、１年で２年目はないものという覚悟でやっていただきたいが、どうか。答弁として、まず利潤を生むためには、お客さんに来ていただくことで、作成したパンフを町内外に向け機会あるごとにＰＲを行い、推進していきたいと考えております。
　質疑として、団体名に加え個人名は公表されないのか。答弁として、町の広報新年号で出しております。
　質疑として、失敗した場合はだれが責任をとるのかとの意見もあるが、答弁として、失敗しないように努力しますが、責任は委員個人ではとれないと思いますし、その状況により町に相談する形になると思います。
　反対討論なし。

　賛成討論として、賛成です。地域活性化に伴って３年間指定し、行政は目配りし、独立できるよう行政指導していただきたい。

　採決の結果、全会一致で可決されました。
　議案第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算（所管分）について、初めに総務課長が総括説明を行いました。
　総括説明に対する質疑として、障害児に対する学童保育は配慮されているのか。答弁として、所管課と協議の上、２４年度は計上しております。

　質疑として、住宅使用料に唐の里団地も入っているのか。答弁、入っております。

　質疑、今、入居している人は将来、買い取りになるのか、無償提供になるのか。答弁、償還期限が過ぎれば町に無償譲渡されるということです。その後は、払い下げの方向ではないかと思います。
　質疑、国際交流に参加する子供に英語教育を施すと聞いたが、そこまで予算措置する必要があるのか。そこまですれば、参加者が多くなり過ぎないか。答弁、小学校でも英語は国際理解とあわせ、週１時間義務化されております。２泊３日の国内留学という形で、事前研修という国際交流事業を申し込んだ方にやろうということだと思います。もし、そういう要望が多いのであれば、学校教育の正規の時間以外で、あるいは総合学習で英語の時間をふやす方向ではないかと思います。
　質疑、このやり方は、近年、募集が少なかったからふやしたいという意味合いではないか。答弁、応募が少なくなったのは、子供の全体数の激減のほか、部活動への積極的な児童の存在、２年生はその部活の主体となりますし、中学校３年生は８月から入試に専念することで、海外派遣の主体は中学１年となりまして、徐々に小学６年生まで範囲を広げ、募集に応じている状況だと思います。

　続いて、担当課長より支出の説明を受けました。議会、総務、企画、総合窓口、税務、産業振興、建設課の順に説明がありました。

　質疑として、議長の交際費の決算は不用額が多かったが、予算の検討はどうしたか。答弁、今年度の予算編成の際に議長にお諮りし、例年どおりの計上となりました。

　質疑、起債と基金のバランスが拮抗したとのことで、以前、１人当たりの借金の試算が幾らかとあったが、その後、その考えはどうか。答弁、１人当たりの起債の試算は手元ではできないが、残金と公債費については、資料グラフで拮抗しているということで、今後は新たな起債をしなければ減額していき、交付税のウエートはふえていき、財源的にもゆとりができるのではないかという見通しであります。
　質疑、税収地方税の調定は５月に確定するはずだが、その見込み方で留保財源をどれぐらいの率で確保し、当初予算に組む考えなのか。答弁として、確保すべき留保財源については特に何％という考えはなく、２４年度の留保財源の見込みは随時動きますが、現時点で２億８,０００万円程度の見込みです。
　質疑、職員の子ども手当と子供のための手当の相違は何か。答弁、子ども手当の支給は、今、１月分までが２月に支給されており、今後、２月、３月分が２４年６月に支給されるようになっており、４月からは子供のための手当になりますので、２４年度予算には両方の名称が残ります。
　質疑、人事評価で、今年度の職員の人事異動にどのように反映をさせていくのか。答弁、人事評価自体を直接的に人事異動に結びつけるということは一定の配慮を考えたいと思っていますし、また自己申告制度というものもあり、どういう仕事がしたいということを申告できるようにしております。そうしたことを総合的に踏まえ、人事異動を考えております。
　質疑、コミュニティバスの委託料で、利用状況にもよるが、有料化は考えていないか。答弁、予算的にも少なくありませんが、有料化には許認可の手続が必要になります。合併前に、公共施設の利用を目的に高齢者の移動を配慮したものであり、有料とする時期の見定めも大事なことだと認識していますが、具体的にはなっておりません。
　質疑、交通手段のない人にとっては、これが命綱だと思うが、今後、ガソリンも高騰し、１５０円をオーバーするというニュースもあり、現状の利用人数や運行回数とか、その辺も考えて効果的な運用を調査検討してもいいのではないか。答弁、これだけの経費をかけている以上、議員の言われるようなことを常々考えながら、また地域の声も十分聞きながら、局所的にも全体的にも十分考慮の上、進めたいと思います。
　質疑、文書広報費の例規集の追録なども昔は職員がしていた。雇用対策も兼ね、臨時職員を雇ってしてもいいのではないか。答弁、経費のかかっていることであり、経費削減もわかりますが、参考にはしたいと思いますが、現状で御理解をいただきたいと思います。
　質疑、指定管理検証委員と指定管理者選定委員は重複しませんか。指定管理者を選ぶ委員と検証する委員で、会計士など専門性のある方は除いて、一般の方が重複してはまずいと思いますが。答弁、指定管理検証委員は現在任命中で、指定管理者選定委員はこれからですが、指定管理検証委員には会計士がおられ、前回の選定委員で同じ方を任命しており、今回の選定委員も会計士の任命についても同様の人選を考えております。また、私は同じ方でもおかしくはないと考えております。

　質疑、２３年度の指定管理検証委員の氏名、検証委員会の検証内容とその後の成果を教えてください。答弁、委員長にウエダ公認会計士、ユニシア九州取締役業務部長、福岡ひびき信用金庫宇野支店長、元商工会職員の４名です。２回の委員会での報告された助言、提言の内容として、株式会社大平樂独自の決算書の提出が必要であること、現状の報告内容では、資金の移動等が見えにくいので、厳重に注意すること、現金、資本金、未払金、仮払金等、個別科目の不明点が多数見受けられること、長期借入金の返済額、利子等の条件、返済期間等を把握すべきであること、受け入れ保証金は契約条項を確認し、いつどのような場合に支払いが生じるのか管理すべきところです。

　ことしから導入しているものでは、四半期ごとの財務諸表の提出を求めること、しっかりした裏づけ資料の提出を強く求めるということをいう町への報告になっております。この検証報告を受け、町からは、平成２０年度、２１年度、２２年度の決算について、検証報告での同じ必要書類の提出を書面で２３年８月２９日付で指定管理者へ求めました。そして、必要書類はすべて提出されているところです。そうした中で、詳細な報告や説明を得ることができるようになり、効果があったと考えます。
　質疑、指定管理検証委員会を通さず、町の監査委員をこれに適用しても、今の効果は出るのではと思うが、担当としてどう考えるか。答弁として、この検証委員会で相手の決算内容を見ていただき、御助言いただきたいと考えます。
　質疑、東高跡地の実施設計ですが、この設計の委託先は、げんきの杜や中学校体育館と同じ設計者か。体育館では武道場の床がはげてきたことも聞き、そうした懸念は避けたい。答弁、まだ決まっておりません。

　質疑、同じ事業で７社から決めると聞いたが、入札するのか。水路の調査もどういう方法をとるのか。答弁、この予算を御可決いただいた後、基本設計の内容が悪ければ入札ということになりますし、内容がよければこの業者と随意契約をするという方法も考えられます。東高跡地の水路測量業務については、敷地内にある水路の用地測量、機能廃止、また造成で新たにできる水路のつけかえも含めた登記上の手続のためのものです。テニスコートの中にある水路も含まれます。

　質疑、水路の測量などは、委託までしなくても町職員の中でできるのではないか。答弁、用地測量などの業務は建設課で対応し切れませんので、委託となります。

　質疑、企画は委託が多いので、上毛町レポート作成なども職員ではできないということか。答弁、レポート作成については、大学生に委託したいと考えています。前回、秋田県三種町との接点があり、大学生の交換を検討中ですが、早稲田大学も候補に含め検討しております。
　質疑、合併浄化槽の推進ですが、２４年度は８０基、２３年度中に申し込んだが、予算枠がなくなり、できなかった方についての２４年度の対応はどうか。２４年度の補助が確定した後、事前に連絡し、申し込みをお願いしたいと考えています。

　質疑、農業委員会の報酬の単価は、どうしたところを参考にしたか。答弁、委員報酬は、総務課から決められた資料を参考にしております。

　質疑、農業委員会の職員の定数条例はどうなっているか。答弁、農地主事のことで、兼務になっております。

　質疑、利用権の設定で白紙委任した場合、どんなことになるのか。答弁、円滑化団体のことだと思いますが、利用権の設定で白紙委任等はありません。
　質疑、地籍調査では、宇野地区はもう法務局に図面等を既に提出していると思うが、固定資産の課税は新しい調査後のものでやっていくのか。答弁、計画では、宇野地区・当初の松本の１筆調査を法務局に２３年度内に送り込む予定でしたが、国土地理院の基準点の改測がおくれております。２４年度に送り込む予定となります。
　質疑、食による観光客誘致促進事業も職員ができないのか。なぜ委託なのか。答弁、上毛町の産物、商品の開発、販売業務について、職員対応はできないと考え、委託を選択しております。

　質疑、この事業に対する国の支援はどれくらいか。答弁、臨時特例事業については、緊急雇用として３年間で２,３００万円。これは町のクリーンアップ事業で使います。重点分野雇用促進事業では、食による観光誘致促進、高齢者医療福祉連携促進、地域人材育成の３事業、３年間で２,１７０万円の限度で国からいただきます。
　質疑、東九州自動車道の関係予算は町の予算でやっていくのか。答弁、東九州自動車道の本線は、西日本高速道路株式会社が会社の予算で実施します。その中で、用地交渉は県の土地開発公社が会社の委託を受けて行います。町は、その高速道路の恩恵を受け、地域の活性化につながりますので、側面的な支援、職員を県に１名派遣しております。あと、高速道路と町道を結ぶスマートインターチェンジのために、その部分を町が事業化しているところです。
　質疑、橋梁の点検、長寿命化修繕計画ですが、橋の箇所は何カ所あるのか。答弁、町が管理している橋が１２１あり、そのうち１０メートル以上のものが２２橋、それ以外は９９橋あります。１２１のうち、既に調査済みの５１橋を除き、残りの７０橋を調査ということですが、このうち既に２４橋は修繕計画を策定しておりますので、２５年度には残りの修繕計画を策定いたします。通常の点検は、マニュアルにより職員で対応しており、そうでない重要な橋梁は十分な点検を実施したいというものです。

　質疑、デジカメが２万円、ほかでは３万円、４万円とまちまちだが、その理由は。答弁、建設課のデジカメは現場撮影のためのものであり、安価で使いやすいものを選んでおり、企画ではより多機能なものを考えているのだと思います。

　質疑、防災関係ではさまざまな防災訓練の取り組みが盛んになっているが、防災会議委員では防災訓練の話は出ましたか。答弁、会議の中では出ませんでしたが、町としては、防災訓練をぜひしたいと考えており、行政から地域の特定はまだしていませんが、モデル的に２４年度、地域防災推進を交えた防災訓練の実施を考えております。
　質疑、東高跡地の発掘調査ですが、東高は県が取り崩したときにやっていないのか。答弁、建物の建っていたところはしており、建物があった以外のところはしておりません。今回の調査は、道路になる予定の部分の３,０００平方メートルです。

　続いて、歳入の部分に対する質疑です。

　質疑、固定資産税で企業の機械に対する固定資産税で、リースで入れている場合は課税できるのか。答弁、リースの場合はリース会社に課税します。

　質疑、機械の査定はどうしているのか。答弁、償却資産については申請に基づき査定しております。
　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１５号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、建設課長より説明がありました。
　質疑として、受益者分担金の新規５戸になっているが、少し高く予算化してもいいのではないか。答弁、未加入の方をゼンリンの図面で調べますと、ひとり家庭、高齢者の家庭が多く、推進しにくい現状でありますが、地元自治会長等と相談しながら推進したいと考えています。
　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１６号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計予算について、建設課長より説明がありました。

　質疑として、水道料金の計算、積算の方法は、総括原価方式をとっているのか。答弁、簡易水道につきましては、公営企業法の適用外になりますので、そうした方法はとっておりません。

　質疑、新規に水道を引く場合の費用は、今、どれくらいか。答弁、水道の本管が家に面する道路にある場合、本管から家に引き込むまでの費用すべてが個人負担となり、水道のエリア内で本管が家に来ていない場合は、宅地の道路までの延長工事は町が行い、道路の構造によっても単価が違ってきます。１万円前後程度で布設させていただいております。

　質疑、一時借入金で１,０００万円となっているが、少な目の計上を考えるが、一時借入金を設けなければならないという根拠はどこにあるのか。答弁、地方自治法第２３５条の３であり、料金収入等、支払いに必要な収入が不足した場合に、一時的な借り入れができるように明記しております。
　質疑、予算での料金収入である約３,９００万円に対して、１,０００万円は少し多いのではと思うが。答弁、現在まで、まだ借りたことはございません。できる限り借り入れが生じないように収入の確保、予算執行に心がけたいと思います。
　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１９号　町道路線の変更について、建設課長より説明がありました。
　質疑、討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２０号　町道路線の廃止について、建設課長より説明がありました。
　質疑、討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２１号　町道路線の認定について、建設課長より説明がありました。
　質疑、討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　次に、発議第１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書（案）について、提出議員より、直近の国内の情勢を踏まえた補足説明がありました。
　質疑として、実際に協議に入っている。農業面では、カナダもアメリカとの協議の内容、日本も同じような形をとろうという状況報告を農業関係で受けました。我々は、昨年の３月１８日に参加反対の意見書を出している。次の協議の段階に来ているので、意見書はどうかと考えるが。答弁として、そういう状況のもとで農協が各政党に協議の停止を求め要請し、本日、協議の阻止に向けた集会に取り組んでいます。こうした農協の行動にこたえるためにも、参加表明は撤回してくれということであります。黙認できない。

　質疑として、既に国は交渉に入った後、農協がそのような行動に出たことは、時期的に遅いと思います。現状を見るという意味で、原発事故による影響で世界各国が実施している日本産の食品規制が、事故後１年を超えても緩和されない。少しでも規制緩和が進むようＴＰＰを通じて閉塞感を打開しなければ、日本の農業は沈んでしまうという現状認識は必要ではないか。答弁、これをやれば、日本の農業の自給率は大幅な低下を呼び、農業分野だけでなく、医療分野またＩＳＤＳ条項で日本企業に投資した多国籍企業が損害賠償で裁判を起こし、日本企業が想像以上の被害を受けるようになるとの話も聞きます。農業だけではないのです。
　質疑、意見書といえども後から出たもののほうが効力を発するという一般的な認識を持っているが、ＴＰＰに関して、類似した意見書をまた提出となるが、法的にはどういう認識か。答弁、法的にではなく、野田首相の参加表明に対して撤回せよということです。あのときは、参加の表明がない状態での参加に反対するということでした。国民の世論に逆行しているので、撤回せよということです。

　討論なし。採決の結果、起立なしで不採択と決しました。

　発議第２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書（案）について、提出議員から補足説明がありました。

　質疑、討論なし。採決の結果、起立少数で不採択と決しました。

　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。

○議長（坪根秀介君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第８号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第８号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第９号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第９号を反対の立場から討論いたします。

　国は、法人税を引き下げながら、国民には税の負担増を押しつけるものでありますので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第９号　上毛町税条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第１０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１０号は反対の立場から討論いたします。

　公営住宅は、一人でも、だれでも、住まいに困っている方がいれば入居させるべきだということを申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第１０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第１１号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）、討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１１号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１２号を反対の立場から討論いたします。

　反対の理由の第一は、行政改革を最優先の課題として、診療所、特養、デイサービスを民間に無償で譲渡したため、本来、行政が果たさなければならない地域包括支援事業を民間にほとんど丸投げし、公的責任が低下せざるを得なくなっている。

　２点目、し尿くみ取り料を合併まで可能な限り統一するということでありましたが、依然、新吉、大平地域ではくみ取り料が統一されていません。

　３点目、給食調理業務について、小学校給食は食育という一つの教育の一環でありますから、請負業者に調理させることは好ましくない状態にあります。小学校給食調理業務の民間委託は、業務運営が合理化一辺倒で推し進めたためのものであると考えます。

　４点目、同和行政は法の失効にかかわらず続けています。もう特別行政はやめ、直ちに一般行政へ移行すべきであります。
　以上の理由を申し上げまして、この議案には反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）私は、賛成の立場から討論をいたします。
　平成２４年度の予算には、各分野において町独自の政策の予算が組まれております。新規事業も町独自事業になっています。継続事業になっている地籍調査事業の経費、安心安全のまちづくりに必要な少子高齢化対策には、町独自の政策予算が多く組まれています。定住環境等には、太陽光発電システム、水道事業の拡張と浄化槽設置事業も３年間延長等々の予算、また人間形成にも最も必要な時期の義務教育の学力向上に上毛塾、町独自の政策で取り組まれております。次世代を担う我が国の子供たちには、大きな力になる予算だと考えております。
　速やかに可決されまして、予算が執行されることが、地域住民の福祉向上、あるいは夢多き生活にもつながるのではないかと思って、賛成討論といたします。
○議長（坪根秀介君）ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。
　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、案第１２号　平成２４年度上毛町一般会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第１３号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算について討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１３号を反対の立場から討論いたします。

　国保加入者のほとんどの方が、国保税の負担が高いと言っています。国は１９８４年まで医療費の４５％を負担していましたが、医療給付費の５０％にし、医療費ベースでの負担が引き下げられています。国の国民健康保険の運営のあり方に問題がありますので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第１３号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第１４号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１４号を反対の立場から討論いたします。

　後期高齢者医療制度は７５歳以上の高齢者と、それ以外の高齢者を切り離して差別医療を押しつけるものであり、第５期事業計画を作成せず、保険料だけは引き上げているので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第１４号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第１５号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１５号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第１６号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計予算について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１６号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第１７号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計予算について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１７号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１２、議案第１８号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１８号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１３、議案第１９号　町道路線の変更について討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１９号　町道路線の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１４、議案第２０号　町道路線の廃止について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２０号　町道路線の廃止については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１５、議案第２１号　町道路線の認定について、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２１号　町道路線の認定については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１６、発議第１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書（案）について討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）私は、発議第１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書（案）に、賛成の立場から討論を行います。

　本議会は昨年３月定例会において、参加に反対する意見書を採択した経緯があります。現内閣は、国内のあらゆる分野の組織が反対行動を拡大しているにもかかわらず、参加に向けての態度を変えることなく、事前協議を進めています。

　私たちの組織する全国農業協同組合中央会や全国農業者農政運動組織連盟は、この１３日に、東京において交渉参加断固阻止全国要請集会を開催して、断固反対の立場を強力に示しています。また、日本医師会もＴＰＰ交渉参加に反対するとの見解を発表したと報道されました。我々、末端の地方においても、反対表明を波状的にかけ、全国的な行動への機運を醸成することが重要であると思います。
　私たちの起こす波は小さなものかもしれませんが、回数が重なれば、大きな波になるのではないでしょうか。申すまでもなく、本町の基幹産業は農業です。少子高齢化が進展する中で就農者の高齢化も進み、何とか営農を維持している状況であり、加えて、このＴＰＰのような大きなうねりが押し寄せてくれば、たちまち農村社会は沈没します。

　国民の大切な食糧生産を担う農業がなくなれば、瑞穂の国は崩壊です。国破れて山河ありどころではなく、日本の形が変わってしまうような、この亡国協定なるものを阻止し、日本の農業、ひいては上毛町の農業を守り発展させていくため、議員各位の意見書採択のサインをお願いして、賛成の討論とします。
○議長（坪根秀介君）ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。
　ここで改めてお諮りします。
　発議第１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書（案）について、採択することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、発議第１号　ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書（案）は、原案のとおり採択することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１７、発議第２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書（案）について討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。
　ここで改めてお諮りします。
　発議第２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書（案）について、採択することに賛成議員の起立を求めます。

（起立少数）

○議長（坪根秀介君）起立少数。よって、発議第２号　「社会保障・税一体改革」の中止を求める意見書（案）は、原案を不採択することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから、本日追加案件の審議を行います。

　日程第１８、同意第１号　上毛町副町長の選任について、日程第１９、報告第２号　専決処分の報告について（旧西友枝小学校校舎改修工事変更契約）、以上２件を一括上程します。
　なお、同意第１号については、奥野勝利君に直接、関係がありますので、奥野勝利君に退席を求めます。
　提案理由の説明を求めます。
　町長。
○町長（鶴田忠良君）おはようございます。それでは、提案理由の説明を申し上げます。

　ただいま上程いただきました追加提案につきまして、同意第１号　上毛町副町長の選任について。４年間にわたりまして私の補佐役として、ともに町政を執行してまいりました現副町長、奥野勝利君の任期が本年度末をもちまして満了することに伴い、この間の経験と実績を踏まえ、奥野君を再度選任いたしましたので、同意をお願いするものであります。
　報告第２号　専決処分の報告について（旧西友枝小学校校舎改修工事変更契約）でございますが、平成２３年１１月の臨時議会で御可決いただいておりました旧西友枝小学校校舎改修工事におきまして、５００万円以内の変更契約が生じ、専決処分をいたしましたので、地方自治法第１８０条第２項の規定により、これを報告するものであります。
　以上、２議案でありますが、いずれも重要な案件でございますので、議員各位におかれましては、ぜひ御理解をいただき御同意くださいますよう、切にお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。

　よろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。
　ただいま提案理由の説明がありました議案は、本日採決する議案ですので、提案理由に対する質疑は、議案内容の説明に対する質疑とあわせて行いますので、御了解ください。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１８、同意第１号　上毛町副町長の選任についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは、私から、同意第１号について御説明を申し上げます。お手元の議案書に沿って御説明いたします。
　同意第１号　上毛町副町長の選任について。上毛町副町長に次の者を選任する。平成２４年３月１６日提出、上毛町町長、鶴田忠良。氏名、奥野勝利。生年月日、昭和１９年６月２３日生まれ。住所、上毛町大字土佐井１１８１番地。理由といたしましては、副町長として選任することについて、地方自治法第１６２条の規定により議会の同意を求めるものであるということで、再任をお願いいたすものでございます。

　次をめくっていただきます。奥野勝利様の履歴書を参考までにおつけしておりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。質疑はありませんか。

　宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）奥野勝利氏以外の人選、リストアップはございませんか。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）ありません。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）本日、１時間前に選任者の氏名と履歴書が配付されました。本来であれば、こういうことは３日前にするということであります。直近の教育委員の提案のときに、同じ方が選任者として氏名が示されました。教育委員はそれまで、氏名はその議会の日にしか示されませんでした。その理由を私は直近の議会でお聞きしたときに、たしか町長はこういうふうに答えていると思います。今回は、同一の方であったから、事前に氏名を明らかにしたということであります。今回も同一の方であります。なぜ氏名を明らかにしなかったのか、その理由についてお伺いいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）そのことについて、私のほうからお答えをいたしたいと思います。御理解いただけたらと思っております。

　前回の１２月のときは、教育委員ということでございました。どちらが重責かということは、主観的な問題でございますけれども、今回は副町長という職責をまず御理解いただきたいということと、今回、議案配付から２週間程度の期間があるということで、その間の情報の流布等から、御本人に対するいろいろな部分で配慮をすべく、今回の手法をとっていただいたということでございますので、何とぞ御理解を願いたいと思います。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。

（「なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。

　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、同意第１号を反対の立場から討論いたします。

　副町長の選任の案件について、本来であれば３日前に提出するようになっています。選任者にどうこう言う理由はありません。採決の１時間前に選任者の氏名と履歴書を明らかにしたということで、十分な審議が保証されるものではありません。そのような理由から、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって同意第１号　上毛町副町長の選任については、原案のとおり同意することに決しました。
　ただいま同意されました同意第１号の同意案件について、当事者にごあいさつを求めます。
　ここで暫時休憩します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時１１分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時１２分

○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き会議を開きます。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１９、報告第２号　専決処分の報告について（旧西友枝小学校校舎改修工事変更契約）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総合窓口課長。
○総合窓口課長（末松克美君）それでは説明いたします。

　報告第２号　専決処分の報告について。平成２３年１１月８日付議案第４２号をもって議決された工事請負契約の締結にかかわる議決内容の一部変更について、地方自治法第１８０条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告する。平成２４年３月１６日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　次のページをお願いいたします。

　専決第１号、専決処分書。地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会の議決により指定された町長の専決処分事項について、次のとおり専決処分する。平成２４年３月７日、上毛町長、鶴田忠良。

　平成２３年１１月８日付議案第４２号をもって議決された旧西友枝小学校校舎改修工事に係る工事請負契約の一部を、次のように変更する。専決年月日ですが、平成２４年３月７日。内容でございます。契約金額の変更前が７,１９２万５,０００円、変更後７,６４６万３,１００円でございます。

　理由といたしまして、工事を実施した結果、設計の一部を変更して実施する必要が生じたために、契約するものでございます。

　変更契約の内容につきまして、主なものにつきましては、柱、それからはりの改修等の減額もございますが、増額の主なものにつきましては、受水槽、それから空調設備、それから倉庫、それから地元の地権者の同意が得られましたので、臨時駐車場の整備等でございます。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。質疑はありませんか。
　三田議員。
○５番（三田敏和君）約５００万ほどの追加が出されておりますが、当初は１億以上の計画がなされた中で、縮小してきた経緯があります。そういう中で、この交流センターをきちんと運営していくために、これで十分なのかということが懸念されます。そういうことはないのかどうか。

○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）一応、当初、今言われたもの、例えば受水槽等につきましては、給食等で使いよったので十分であろうということでございましたが、今回、約１,５００リッターの浴槽、それからシャワー室も持っております。こういった関係上、一度に大量の水を使うということで、安全のために、今回、受水槽につきましては設置いたしました。
　また、空調等につきましては、当初は必要性は感じておりましたけど、今あるストーブ、それから扇風機等で対応しようということでございましたが、日ごろ利用している方から、夏場は暑いため、支所を利用しておったような状態であります。それで、今後、年中通して快適な環境で利用していただきたいということで、設置をさせていただきました。
　駐車場につきましては、あそこは駐車スペースが十数台ということで少ないために、空き地であります地権者の了解を交渉した結果、一応、後の管理をするという条件で貸していただきましたので、駐車場を臨時的に整備するようにしました。
　一応、こういった形ですることで、今のところ十分であると判断しております。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）再度、お伺いします。かなりの圧縮をしたために、本当に無理がいっていないかなと。運営する面で非常に懸念されるわけで、私は施設が十分活用されて、地域のなりわいを示すようなことになるようにしていただきたい中で、いろいろな他地域から批判なりもいろいろあるわけですから、こういうものを踏まえて、やっぱり地域がそれなりの再生をしていくために、もっと必要なんだという思いがある中で、運営していく中で、非常に無理を生じるんであれば、この際に明らかにしていただいて、それにもっと力を入れるべきではないかなと思うんで、再度お伺いをします。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）五十数年たった校舎でありますので、できるだけ元の姿も保ちたいということで改修しております。それで、今のところ、今の状態で十分であると判断をしております。
○議長（坪根秀介君）三田議員、３回目です。

○５番（三田敏和君）であれば、ぜひ地域ともども盛り立てていただきたいと思うし、私も支援をしたいと思います。
○議長（坪根秀介君）ほかに。
　大山議員。

○１１番（大山　晃君）先ほどの説明の中で、柱とはりということを言われておりましたが、これはシロアリの関係ではないかと思うんですが、そうであったならば、設計段階でもう少し綿密に調査すべきではなかったかなと私は判断するんですが。
　ことし、修理をする段階で、私も現地に行ってみました。そのときに、かなりのシロアリの食べた残骸を出されておったんで、これは大丈夫かなという思いがあったんですが、担当者に聞いてみると、西側の影の部分がほとんどやられておったという状況でありました。これは、金額で言えば、はりと柱はやはりシロアリだと思うんですが、ほかにシロアリの関係は考えられないのでしょうかね。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）ほかには考えられないと言いますと。
○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）よく調べないで、まだ板、壁とか打ったまま、そこのところはたたいてみるか、シロアリの駆除の液を入れたとかいうものであればいいんですが、大きく見て、ここはたたいた、ほげちょったけん、出したということでなけりゃいいんですけどね。まだいっぱいあれば、大変なことになると思いますが。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）今回、改修に当たりまして、解体した部分もございます。大山議員が見られたのは、解体する部分、詳しく言ってもあれかもわかりませんけど、２部屋が確かにシロアリが食っている部分が多うございました。
　今現在の建物につきましては、シロアリが食べたというか、腐食しているところは、講堂のつま側２カ所のみで、後のはり、それから柱等はほとんどどうもなっていませんでした。壁につきましても、すべて耐震補強のために１回はいで、筋交い等を入れております。それで、壁等、それからはりも天井に上がり検査しておりますので、それ以外はシロアリが食べているところはございませんでした。たしか見たのは、解体した部分ではなかったかと思います。
○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）しっかり責任を持ったところでしていかないと、また何年かたって、こういうことになっちゃいかんと思うんですが、責任を持った工事をしていただきたいと思います。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかに。
　宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）主な変更点ということで、柱、はり、受水槽、空調、倉庫、駐車場とありますけど、大体、大まかな金額でいいんですけど、それぞれどれくらいの金額変更なのか。

　もう一つ、空調なんですけど、私ちょっと手元に図面がないので記憶の中の話なんですが、私の記憶では、設計の図面にエアコンの設置というのが入っていたんじゃないかなと記憶しています。設計図から見るとですね。どこの部屋の空調を新たに設置ということなんでしょうか。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）今、増嵩部分で、柱、はりに増嵩と、ちょっと私が言い間違えたかもわかりませんけども、柱とはりの部分につきましては、減額でございます。

　それから、受水槽につきましては２１０万円余りです。それから空調設備につきましては、３３０万円余りです。それから倉庫につきましては、６５万円余りです。それから臨時駐車場につきましては、４０万円余りです。それで、はり等の減額が、建設工で約２５０万円ぐらいの変更になっております。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）済みません、答弁漏れ。空調の場所等をお願いします。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）空調は、各部屋に空調を設置しております。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）設計図にはあったんじゃないかなというので、聞いたわけなんですけど。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）済みません、申しわけありません。設計では、入れておりません。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。

○３番（宮崎昌宗君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかに。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）工事の一部設計変更の中で今説明がありましたが、このほかに浴槽です。ふろが男性用と女性用が確保されていないということでありますので、宿泊を目的にするのに、そこを除外したのは、どういう考えでしょうか。

　それから、専決の年月日が３月７日となっています。議会を開くことで、工事の進捗状況にどのような影響が生じるということで、専決処分という判断をされたのか、その２点についてお伺いいたします。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）浴槽の件なんですけど、当初、確かに二つぐらい欲しいなということでございましたが、経費等の関係で、交代で利用してもらうということで、一つの浴槽にいたしました。

　それから、専決年月日なんですが、本来ならもう少し早くできる予定でございましたが、何しろ２月、３月が雨が多うございまして、やっと３月７日にできたというような状況でございます。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）３月７日ですからね。ちょっと待てば、議会にこの工事の変更内容が提案できたと思うんですよ。専決処分したというのは、工事にどういう影響が生じるということを考えて、このような専決処分を行ったのか、その点について伺っているわけであります。
　それから浴槽の件ですが、やっぱり皆さんも、この運営について心配されています。お客さんが来るんだろうかと、再生はいいけれど、長く続くのだろうかという心配をされている方が多くおられます。やっぱりその一つに、ふろの件もあると思いますが、この点について、やっぱり宿泊するのになければお客さんが減ってくるのではないかなと、私はその点について心配するわけですが、どのような見解でしょうか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）その前に、この専決につきましては、５００万円以下ということで認められておるということで、その辺の質問まで言及することに関していかがなものかと私は感じております。

○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）先ほど申し上げましたが、確かにその二つに越したことはないと思います。
　それで、いろいろ協議した結果、人数が多いときあたりは、大平樂あたりにお願いいたしまして、安価な金額で送迎を含めてしていただこうということにしております。一応、今は一つで今後やっていきたいなと思っております。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）よろしくはねえけど。もういいよ。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。

（「なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　以上で、本件の報告を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２０、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第２１、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程はすべて終了しました。
　平成２４年第１回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時２９分
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